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「
大
田
市
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は
、
浸
水

や
津
波
、
土
砂
災
害
な
ど
の
被
害

を
受
け
る
可
能
性
が
高
い
場
所
や

避
難
所
な
ど
の
情
報
を
記
載
し
て

い
る
も
の
で
す
。
実
際
に
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
活
用
す
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
役
立
つ
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
日
頃
か
ら
玄
関
先
な
ど

の
持
ち
出
し
や
す
い
場
所
に
置
い

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
見
づ
ら
い
場

合
は
、
島
根
県
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ

「
マ
ッ
プ
オ
ン
し
ま
ね
」
と
い
う

サ
イ
ト
で
閲
覧
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
全
国
的
に
地
震
や
大
雨
、
台
風
な
ど
の

災
害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
お
い
て

も
、
昨
年
は
大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や
浸
水
、
倒

木
な
ど
、
多
く
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
大
雨
が
続
く
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。
災
害
に
備
え
る
こ
と
は
、
今
か
ら
で

も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高

め
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
住
民
同
士
で
助
け
合

え
る
よ
う
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

「
防
災
」
お
役
立
ち
情
報

み
ん
な
の
命
を
ま
も
る
た
め
に

今
で
き
る
こ
と

　

気
象
庁
は
、
警
報
級
の
現
象
が

５
日
先
ま
で
予
想
さ
れ
て
い
る
と

き
に
、
そ
の
可
能
性
を
「
早
期
注

意
情
報
（
警
報
級
の
可
能
性
）」

と
し
て
「
高
」、「
中
」
の
２
段
階

で
発
表
し
ま
す
。「
高
」
が
発
表

さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
大
雨
警
報

や
洪
水
警
報
、
暴
風
警
報
な
ど
が

発
令
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
の

で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

危
機
管
理
課
に
お
い
て
も
早
期

注
意
情
報
は
、
災
害
体
制
や
避
難

情
報
を
決
め
る
う
え
で
の
判
断
材

料
の
１
つ
と
し
て
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
確
認
で
き
る
情
報
で
す
の

で
、
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
な
く
し
た

と
き
は
、
危
機
管
理
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

危
険
な
場
所
や

避
難
先
を
知
り
ま
し
ょ
う

早
期
注
意
情
報
の
確
認
を
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危
険
度
が
高
い
夜
間
の
避
難
を

考
え
、
い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
場

所
に
備
蓄
品
を
置
く
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　

普
段
か
ら
自
宅
に
少
し
多
め
の

　

市
で
は
、
自
然
災
害
に
よ
っ
て

住
宅
な
ど
を
被
災
し
た
人
が
保
険

の
請
求
手
続
き
な
ど
で
必
要
と
な

る
「
り
災
証
明
書
」「
被
災
証
明

書
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
被
害
に
あ
っ
た
日
か
ら
６
か

月
以
内
の
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
り
災
証
明
書

住
家
に
被
害
を
受
け
た
場
合
に

職
員
が
現
地
を
確
認
後
、
被
害

の
程
度
を
証
明

▽
被
災
証
明
書

写
真
な
ど
に
よ
り
、
住
宅
や
動

産
な
ど
に
被
害
が
あ
っ
た
事
実

の
み
を
証
明

問
危
機
管
理
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
０
９
）

　

自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
時
に

地
域
住
民
同
士
が
助
け
合
い
、
情

報
共
有
や
避
難
、
救
助
な
ど
を
お

こ
な
う
組
織
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
を
設
立
す
る
最

大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
災
害
時
に
早

く
避
難
や
助
け
合
い
が
で
き
る
こ

と
で
す
。
事
前
に
作
成
し
た
避
難

計
画
な
ど
を
見
な
が
ら
、
役
割
分

担
や
避
難
経
路
の
確
認
を
す
る
こ

と
で
、
住
民
同
士
が
連
携
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
新
た
に
自
主
防

災
組
織
を
設
立
す
る
た
め
の
支
援

と
し
て
、
相
談
受
付
や
地
域
で
の

説
明
、
組
織
化
に
関
す
る
助
言
な

ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え

て
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
後
に

は
、
訓
練
計
画
作
成
の
支
援
や
防

災
研
修
の
実
施
、
資
機
材
に
関
す

る
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
は
、
設
置
届
・
規

約
・
防
災
計
画
な
ど
の
書
類
を
危

機
管
理
課
に
提
出
す
る
こ
と
で
設

立
と
な
り
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

食
材
や
加
工
品
を
買
っ
て
お
き
、

使
っ
た
ら
使
っ
た
分
だ
け
新
し
く

買
い
足
し
、
常
に
一
定
量
の
食
料

を
備
蓄
し
て
お
く
「
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク
」
が
お
す
す
め
で
す
。

ま
た
、
非
常
食
は
最
低
３
日
分
、

余
裕
が
あ
れ
ば
１
週
間
分
を
備
蓄

し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

日
頃
の
備
え
を

意
識
し
ま
し
ょ
う

ご
活
用
く
だ
さ
い

り
災
証
明
書
・
被
災
証
明
書

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を

お
手
伝
い
し
ま
す

▽食品類
　飲料水、非常食など
▽衣類

下着・上着、タオル、洗面用具
など

▽貴重品
　預金通帳、印鑑、現金など
▽安全対策

常備薬、お薬手帳、マスク、消
毒液、体温計など

▽日用品
懐中電灯、携帯ラジオ、予備電
池、携帯電話、充電器など

▽子ども・高齢者
粉ミルク、ほ乳瓶、離乳食、流
動食、紙おむつなど

▽ペット
ケージ、ペットフード、ふん尿
の始末用品など

　市では、さまざまな方法で防災・災害関
係の情報を発信しています。
　いざというときに情報がなければ、どの
ように行動すべきか判断できません。事前
に収集できる情報を確認しておきましょう。

大田市　https://www.city.oda.lg.jp
気象庁　https://www.jma.go.jp

　大田市では防災や防犯、気象情報など
をスマートフォンや携帯電話、パソコン
にメール（画面表示）で知らせる「メー
ル配信サービス」をおこなっています。

【登録方法】
①次のアドレスに件名、文面を「入力せ

ずに」メールを送信する
e-ohda@xpressmail.jp

　屋外に設置したスピーカーで、一斉に
災害情報などをお知らせするシステムで
す。また、同じ内容は石見銀山テレビ放
送の音声告知放送（設置には契約が必要）
からも放送されています。大雨などによ
り放送が聞き取れなかった場合には、電
話で放送内容を確認できます。
　☎0854 ‐ 82 ‐ 4444または4554
※　自動音声により録音放送を聞くこと
ができます。

　災害の状況や応急対策、ライフライン
の復旧、交通規制に関する情報などを発
信しています。

　テレビのデータ放送（ｄボタン）では、
いつでも気象情報が確認できます。

②登録用メールが返送される
　メール記載のアドレスに接続する
③登録画面が表示される

必要な情報を選び、「確認」ボタンを
選択する

④内容を確認し、「登録」ボタンを選択
――以上で完了です。

ＱＲコードからも
登録できます

災害時の情報収集

ホームページ

大田市メール配信サービス

防災行政無線

Facebook

テレビ・ラジオ

準備しておきたい備蓄品
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「高校生アンケート」調査の結果 　アンケートは、まちづくりで関心のあること、卒業後について、
結婚や子育てについてなど、21項目の質問により構成しました。

アンケート調査にご協力いただき
　ありがとうございました
いただいたご意見などを参考に
　後期計画の策定を進めていきます

（１）卒業後の居住意向（１つ選択／n＝617） （２）　大田市で結婚・子育てをする際の
　　　安心面と不安面　上位５項目（自由記述）

結婚に関する安心面
（n＝305）

結婚に関する不安面
（n＝284）

1 住宅が取得しやすい　
13.4%

結婚自体に関する意見　
13.7%

2 地域や近所の人が優しい
12.8% 買い物できる店が少なく

不便　12.7%
交通の便が悪い　12.7%3 安全・安心に暮らせる　

12.5%

4 結婚自体に関する意見　
10.8% 人口減少　12.0%

5 住みやすい　10.2% 遊ぶところが少ない
7.4%

子育てに関する安心面
（n＝328）

子育てに関する不安面
（n＝307）

1 自然が豊か　22.0% 子どもの遊べる場所が少
ない　19.5%

2 地域や近所の人が優しい
14.6%

買い物などが不便
9.1%
医療の環境が不十分
9.1%3 安全・安心　13.4%

4 子どもの医療費がかから
ない　10.4%

保育園が少ない
7.2%
経済的な負担が大きい
7.2%5 保育園が多い　10.1%

（３）　大田市に住み続けていく場合に重要なこと
　　　（３つまで選択／n＝480）

市内のほかの地域で 
住み続けたい　4.2%

無回答　1.9%

今の場所で住み続けたい 
10.9%

進学・就職などで
市外へ出るが 
将来は大田市に住
みたい
17.0%

市外で住みたい 
42.6%

わからない 
23.3%
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「市民アンケート」調査の結果

調査の概要

　アンケートは、家族構成・職業・居住地・住環境・行政・まちづく
りなど、38項目の質問により構成しました。今回は、市が進めてきた
27項目の施策に対する重要度や満足度についての結果を抜粋し、お知
らせします。

（１）　施策の重要度
　施策に対して、重要（２点）・
やや重要（１点）・どちらとも
いえない（０点）・あまり重要
でない（－１点）・重要でない（－
２点）の５段階で係数設定し、
加重平均による指標化をおこな
いました。

（２）　施策に対する満足度
　施策に対して、満足（２点）・
やや満足（１点）・どちらとも
いえない（０点）・やや不満（－
１点）・不満（－２点）の５段
階で係数設定し、加重平均によ
る指標化をおこないました。

重
要
度
と
満
足
度
の
差
が
大
き
い
も

の
は
重
点
化
や
見
直
し
の
ニ
ー
ズ
が

高
い
と
い
え
ま
す

（３）　重要度と満足度の相関状況

　市では、まちづくりの指針である「第２次大田市総合計画」に基づき、市の将来像で
ある「子どもたちの笑顔があふれ、みんなが夢を抱けるまち“おおだ”」の実現に向けて、
さまざまな施策に取り組んでいます。
　このたび、令和５年度から令和８年度までの後期計画の策定にあたり、その基礎資料と
するため、皆さんの意向や市がおこなっている施策の重要度や満足度などに関する意識調
査をおこないました。

問政策企画課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8005）

市民アンケート調査 高校生アンケート調査

調査期間
令和３年12月24日～

令和４年１月20日
令和３年12月下旬～

令和４年２月中旬

調査対象
市内在住の満18歳以上
（無作為抽出2,011人）

市内高等学校の生徒
（633人）

回収数（回収率） 828件（41.2％） 617件（97.5％）

市民・高校生　アンケート調査結果

←　低い　　重要度・満足度　　高い　→
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　４月12日、大田ロータリークラブ（山下正一会長）が
制作した絵本「いも代官」100冊を寄贈いただきました。
　大田ロータリークラブは、これまでに井戸平左衛門公
についての調査や功績を伝える活動に取り組んでおり、
山下会長は「保育園児などに井戸公のことを知ってもら
い、大きくなって石見銀山や井戸公のことを改めて学ぶ
際の足掛かりとしてほしい」と話しました。教育長は「園
児が引き込まれるような優しい絵で、石見銀山の誇りや
井戸公への尊敬の念が育てられるのではないか」と話し、
お礼を述べました。

　令和４年３月末で閉園した「大田市立波根保育園」と「くてこども
園」を統合した民営の認定こども園「あけぼのこども園」が旧久手幼
稚園跡地に完成しました。
　４月１日に開園し、113人が入園。新しい歴史がスタートしました。
　新しい園舎は、社会福祉法人あけぼの会（尾崎康治理事長）が令和
３年３月に閉園した旧久手幼稚園の園舎を増改築して整備したもので、
外観は木目調の優しい雰囲気で、内装は白を基調とした明るい造りと
なっています。
　４月24日には開園式がおこなわれ、地域の皆さん、工事関係者など
が参加し、開園を祝いました。
　地域の子育て支援の拠点として親しまれ、子どもたちがたくさんの
笑顔に包まれて育っていくこども園となることが期待されます。

　このたび、売り上げの一部が観光振興へ
の寄付金として還元される「観光支援型自
動販売機」が、三瓶山西の原に設置されま
した。温泉津温泉街に続く２台目で、この
売り上げによる寄付金は、三瓶山の環境保
全活動に役立てられます。
　自動販売機には、三瓶山の牧野景観や三
瓶小豆原埋没林、三瓶温泉などの日本遺産
を構成する文化財が描かれているほか、同
じく日本遺産の石見神楽のキャラクターが
デザインされたマグネットも販売。購入し
た際には「国立公園三瓶山にようこそ」な
どの音声が流れるしかけとなっています。
　　　　　　　　問（一社）大田市観光協会

（☎0854 ‐ 88 ‐ 9950）

三瓶の環境保全に一役

問子ども保育課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8149）

新しい歴史のスタート
あけぼのこども園が開園

　日本郵便株式会社中国支社がオリジナルフレーム切手
「石見銀山」を発行し、発売日の４月22日、石見東部地
区連絡会から大田市への贈呈式がおこなわれました。
　このオリジナルフレーム切手は、石見銀山遺跡の世界
遺産登録15周年と、大森町の町並みが国の重要伝統的建
造物群保存地区に選定されて35周年を迎えるため、石見
銀山を題材として作成されたものです。切手には、重要
文化財の辻が花染丁子文道服や石見城跡、銀の積出港
だった沖泊のほか、過去に郵便局舎として使用されてい
たオペラハウス大森座など、10点がデザインされています。

井
戸
公
に
親
し
ん
で
―
―

制
作
し
た
絵
本
を
寄
贈

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手

「
石
見
銀
山
」
を
発
売

絵本を市長に手渡す山下会長（右）

木のぬくもりや優しさを感じられる外観 解放感あふれる乳児用園庭

切手シートを手にする森脇忍・地区統括局長（左）

西
の
原
ト
イ
レ
前
に
設
置
さ
れ
た
自
動

販
売
機



広報おおだ　Ｒ4（2022）5.267

おおだウオッチング

１
年
生
に
と
っ
て
は
初
舞
台
。温
か
い
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た

姿
勢
や
お
辞
儀
の
仕
方
に
つ
い
て
学
ぶ
新

入
社
員

まちの話題を紹介

ごいせ仁摩で石見神楽の舞

ビジネスマナーを習得

　

１
月
29
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
道

の
駅
「
ご
い
せ
仁
摩
」
の
イ
ベ
ン

ト
ス
テ
ー
ジ
で
、
５
月
３
日
・
４

日
、
石
見
神
楽
の
公
演
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

公
演
は
大
田
市
観
光
協
会
が
企

画
し
た
も
の
で
、
４
日
は
邇
摩
高

校
石
見
神
楽
部
が
「
八
幡
」「
大

蛇
」
を
披
露
。
会
場
を
埋
め
尽
く

し
た
観
客
が
勇
壮
な
神
楽
の
舞
に

大
き
な
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　

次
回
の
公
演
は
、
８
月
13
日
㈯

と
14
日
㈰
の
13
時
30
分
か
ら
で
、

13
時
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
（
１
５
０
０

円
／
先
着
１
０
０
人
）
を
ス
テ
ー

ジ
前
で
販
売
し
ま
す
。

　

４
月
12
日
、
市
内
事
業
所
の
新

入
社
員
を
対
象
と
し
た
「
新
入
社

員
研
修
講
座
」
が
大
田
商
工
会
議

所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
の
は
、
９
事

業
所
、
35
人
の
新
入
社
員
。
接

遇
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
電
話
対

応
・
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

帝
人
コ
ー
ド
レ
株
式
会
社
の
武

田
聖
人
さ
ん
は
「
第
一
印
象
を
よ

く
す
る
た
め
に
、
姿
勢
よ
く
笑
顔

で
対
応
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
学

ん
だ
。
今
日
の
研
修
で
学
ん
だ
こ

と
を
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」

と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

ハ
マ
ナ
ス
自
生
地
で
雑
草
を
取
り
除
く
作

業
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

ハマナスが咲き誇る自生地に

　

４
月
22
日
、
近
藤
ヶ
浜
（
静
間

町
）
で
県
指
定
天
然
記
念
物
で
あ

る
「
日
本
海
岸
に
お
け
る
ハ
マ
ナ

ス
自
生
西
限
地
」
の
清
掃
活
動
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
昭
和
41
年
か
ら
活

動
を
続
け
る
静
間
小
学
校
ハ
マ
ナ

ス
愛
護
少
年
団
の
ほ
か
、
静
間
の

名
所
旧
跡
を
守
る
会
、
静
間
町
自

治
会
連
合
会
、
大
田
静
間
・
静
間

仁
摩
道
路
外
安
全
協
議
会
、
静
間

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
地
元
有

志
の
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
は
遊
歩
道
や
案
内

看
板
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
自
生
地

に
訪
れ
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

清
水
谷
精
錬
所
跡
地
の
竹
を
運
び
チ
ッ
プ

に
す
る
邇
摩
高
生

邇摩高生が大森で保全活動

　

４
月
21
日
、
邇
摩
高
校
の
生
徒

68
人
が
石
見
銀
山
遺
跡
で
竹
林
の

整
備
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

清
水
谷
精
錬
所
跡
地
で
は
、
竹

の
浸
食
に
よ
る
被
害
か
ら
遺
跡
や

景
観
を
守
る
た
め
、
伐
採
さ
れ
た

竹
を
手
渡
し
で
運
び
、
機
械
で
砕

い
て
チ
ッ
プ
に
す
る
作
業
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　

生
徒
は
「
世
界
遺
産
の
保
全
活

動
に
参
加
で
き
て
嬉
し
い
。
こ
の

活
動
に
よ
っ
て
、
石
見
銀
山
遺
跡

の
保
全
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思

う
。
こ
の
先
も
自
分
た
ち
が
主
体

と
な
っ
て
、
保
全
活
動
に
携
わ
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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　大田市出身です。前職で医療機器の製造業を経験し、
令和３年４月に株式会社山﨑組へ入社しました。
　現在は、建物の解体作業を担当しています。重機に
乗って作業をしたり、時には手作業でしたりすることも
あります。先輩の操縦を見ていると、「なぜこんなにス
ムーズに動かせるんだろう？」と日々勉強しながら取り
組んでいます。作業後に現場がきれいになると達成感が
ありますし、施主のかたに感謝されたときにやりがいを
感じます。

大田にどんな職場があるのか、大田でどんな人が働いてい
るのか、そしてどんな思いを抱いて働いているのか――。
大田で働く人にインタビューしてきました！

問産業企画課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8075）

縁結びボランティア大田はぴこ会

３人が県知事感謝状を受賞

おおだで、働く。

おおだに働くところ、あります！
おおだの企業情報はこちら

株式会社山﨑組　　　　　　　　　田原　大志さん 　弊社は年齢関係なく、社員
同士の仲が良いアットホーム
な職場です。作業中は緊張感
を持ち、休憩中は和気あいあ
いと楽しく、メリハリのある
環境で仕事に取り組むことが
できます。
　今後は、専門の資格を取得
しながら、今以上に会社に貢献できるよう努力していき
たいと思います。

　

市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
用
の
撮
影
を
し

た
俳
優
の
大
野
い
と
さ
ん
が
市
役

所
を
訪
れ
、
市
長
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

大
野
さ
ん
は
「
大
森
の
町
並
み

や
温
泉
津
の
江
戸
時
代
の
風
景
、

琴
ヶ
浜
の
鳴
砂
も
、
今
回
の
旅
で

訪
れ
た
と
こ
ろ
は
ど
の
場
所
も
美

し
い
風
景
で
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
か
の
よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま

し
た
」
と
大
田
市
の
印
象
を
語
り

ま
し
た
。
２
日
間
で
７
か
所
の
撮

影
に
臨
む
多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

縁
結
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
島
根
は
っ
ぴ
ぃ
こ
ー
で
ぃ
ね
ー

た
ー
（
愛
称
『
は
ぴ
こ
』）」
と
し
て
活
動
す
る
平
田
久
美
子

さ
ん
（
久
手
町
）、
生
越
朱
美
さ
ん
（
長
久
町
）、
田
平
苓
子

さ
ん
（
大
田
町
）
が
、
島
根
県
知
事
か
ら
感
謝
状
を
受
賞
し

た
こ
と
を
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

３
人
は
「
大
田
は
ぴ
こ
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
、
独
身
男
女
の
結
婚
支
援
に
取
り
組
み
、
大
き
な

成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
田
は
ぴ
こ
会
の
活
動

・
無
料
相
談
会
（
毎
月
１
回
）

・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
の
無
料
出
張
相
談
会

・
民
間
団
体
や
地
域
団
体
と
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

は
ぴ
こ
登
録
者
数
（
令
和
４
年
２
月
末
）

　

男
性　

63
人　
　
　

女
性　

28
人

問
ま
ち
づ
く
り
定
住
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
９
）

を
こ
な
し
た
大
野
さ
ん
。
こ
の
あ

と
、
映
像
に
添
え
る
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
収
録
を
済
ま
せ
、
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

大
野
い
と
さ
ん

　

１
９
９
５
年
生
ま
れ
。
２
０
１

１
年
映
画
「
高
校
デ
ビ
ュ
ー
」
で

デ
ビ
ュ
ー
。
２
０
１
９
年
、
益
田

市
な
ど
で
撮
影
さ
れ
た
映
画
「
高

津
川
」
に
出
演
。
現
在
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ

金
曜
ド
ラ
マ
な
ど
で
活
躍
中

問
観
光
振
興
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
９
２
）

大
野
い
と
さ
ん
が
市
長
を
訪
問

市
内
で
の
撮
影
を
終
え
た
大
野
さ
ん

感
謝
状
を
受
賞
し
た
生
越
さ
ん（
左
）

と
平
田
さ
ん
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危
険
物
を
利
用
す
る
事
業
所
や
市
民
の
皆
さ
ん
に
対

し
て
、
危
険
物
に
関
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
２
年
に
総
務
省
消
防
庁
が
定

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
危
険
物
の
安
全
な
取
り
扱
い
方
法
を

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◇
危
険
物
の
保
管
は
最
低
限
の
量
に
し
ま
し
ょ
う

火
災
や
流
出
事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す

問
消
防
本
部
（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

◇
危
険
物
の
近
く
で
ラ
イ
タ
ー
、
コ
ン
ロ
、
タ
バ
コ
な

ど
の
火
気
を
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

火
災
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ガ
ソ
リ
ン

は
、
コ
ン
セ
ン
ト
や
静
電
気
の
火
花
で
も
容
易
に
着

火
し
ま
す

◇
危
険
物
が
入
っ
て
い
る
容
器
や
ス
プ
レ
ー
缶
は
直
射

日
光
が
当
た
ら
な
い
場
所
で
保
管
し
ま
し
ょ
う

　

危
険
物
が
膨
張
し
て
内
圧
が
高
ま
り
、
破
損
、
噴

出
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

◇
危
険
物
を
入
れ
た
容
器
の
フ
タ
は
確
実
に
閉
め
ま

し
ょ
う

　

危
険
物
が
蒸
発
し
て
可
燃
性
の
蒸
気
が
漏
れ
出
た

り
、
容
器
が
転
倒
す
れ
ば
液
体
が
流
出
し
た
り
し
ま

す
◇
セ
ル
フ
式
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
は
「
静
電
気
除
去

シ
ー
ト
」
に
し
っ
か
り
と
触
れ
ま
し
ょ
う

　

危
険
物
と
は
、「
消
防
法
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
一
般
的
に
①
火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い
②

火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い
③
消
火
の
困
難
性
が
高

い
―
―
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
の
回
り
に
あ
る
物
品
の
例
と
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
、
軽
油
、
油
性
塗
料
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
、
ア

ロ
マ
オ
イ
ル
、
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
が
あ
り
、
私
た
ち
の

生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

人
体
に
帯
電

し
た
静
電
気
に

よ
る
火
災
を
防

ぎ
ま
す

危
険
物
安
全
週
間
と
は
？

危
険
物
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

「
一
連
の
　
確
か
な
所
作
で
　
無
災
害
」

令
和
４
年
度
危
険
物
安
全
週
間　

６
月
５
日
㈰
～
６
月
11
日
㈯

危
険
物
と
は
？

男
性
看
護
師
会
の
メ
ン
バ
ー　大田市立病院には、現在12人の男性看護師が働いてい

ます。2018年に厚生労働省が報告した就業している看護
師の男女比は男性7.8%、女性92.2% となっており、男
性看護師数は増加傾向にありますが、医療業界ではマイ
ノリティである状況に変化はありません。近年、多くの
医療機関で男性看護師会が作られ、活動がおこなわれる
ようになりました。
　当院では、平成31年から男性看護師会としての活動を
開始しました。男性看護師が所属部署を越えて、お互い
にサポートしながら活動をしていくことを目的に会を始
めました。会の中では自分の目標管理の進

しん

捗
ちょく

状況、学習
していることやワークライフバランスについて話をした
り、病院内外へのＰＲ用に男性看護師の紹介ポスターを

作成したり、みんなで考えて活動をしています。
　新型コロナの影響もあり、さまざまな活動に制限が必
要な状況が続いていますが、男性看護師で取り組めるこ
とを今後も続けていきたいと思います。
　大田市立病院のホームページには「男性看護師の一日
を紹介」というタイトルで、男性看護師が働いている職
場の様子を紹介していますので、ぜひご覧いただけたら
と思います。

感染対策室　牧野　貴之

看護の現場から
問市立病院（☎0854 ‐ 82 ‐ 0330）

給油キャップに触
れる前にタッチし
ましょう

はじめにタッチ！
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こんにちは

保健師です ＨＰＶ（子宮頸がん予防）ワクチン接種
ご検討ください

問健康増進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8153）

ジュースをやめて
お茶か水にしよう

体重管理
糖分を控えよう
今月の「＋

プラス

１
ワン

」
　島根県と県内自治体が推進する健康づくり活動。
減塩や運動、野菜摂取、たばこ対策など、健康に関
する取り組みを「なにか１つ」加えることで、皆さ
んの健康意識を高め、生活習慣の改善につなげます。

健康長寿「＋
プラス

１
ワン

」活動

肝臓・消化器内科・内視鏡内科
呼吸器内科・内科・小児科

第１・３・５木曜・日曜、祝日　第２・４木曜の午後休診

〈広告〉

診療時間　₈：00～12：00
　　　　　14：00～19：30

子宮頸がんとは……

公費での接種機会を逃した人は

　子宮頸
けい

がんは、子宮の頸部という子宮の出口に近い
部分にできるがんで、若い女性のがんの多くを占めて
います。原因のほとんどは、性的接触によって起こる
ヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）の感染といわれて
います。子宮頸がんは、早期に発見し手術などの治療

　ＨＰＶワクチン接種の積極的な勧奨の差し控えによ
り公費での接種を逃した人（平成９年４月２日～平成
20年４月１日生まれの女子）は、令和４年４月から令
和７年３月までの３年間に限り、公費での接種が可能

ＨＰＶワクチンを接種していても、していなくても
20歳になったら２年に１回、必ず子宮頸がん検診を受けてください

子宮頸がんとＨＰＶワクチンに関する詳しい情報は
厚生労働省のホームページでご確認ください

を受ければ、多くの場合、命を落とさずに治すことが
できる病気です。子宮頸がんで苦しまないためには、
ＨＰＶ（子宮頸がん予防）ワクチンの接種と20歳以降
の定期的な子宮頸がん検診が大切です。

ＨＰＶワクチンの接種

　ＨＰＶワクチンは、過去、接種後にワクチンと無関
係とはいいきれない症状の報告が増えたことにより、
積極的な勧奨を差し控えていました。このたび、安全
性について特段の懸念が認められないことが確認され、
接種による有効性が副反応のリスクを明らかに上回る
と認められたことから、積極的な勧奨を再開すること

となりました。
【定期接種（標準接種）の対象者】　
　中学１年生～高校1年生の女子　
※　４月に個人通知を送付しています。詳しくは、個
人通知をご確認ください。

です。対象者には順次個人通知を送りますが、接種を
急ぐ場合は個別に予診票を発行します。健康増進課に
お問い合わせください。

厚生労働省
ホームページ

厚労省　ＨＰＶ

問健康増進課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8153）
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健康ガイド６月
問健康増進課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

がん検診（集団）

がん検診（個別）
種　類 医療機関 対象者など

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 - 84 - 7571） 40歳以上の女性（完全予約制）
◎自己負担金　2,000円
・市立病院は₂回の受診が必要出雲市 ひゃくどみクリニック（☎0853 - 21 - 0130）

ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853 - 20 - 0649）

☆子宮頸がん
検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 - 84 - 7571） 20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円出雲市 島根県立中央病院ほか７医療機関

（市ホームページでご確認ください）

※　直接各医療機関へ予約してください。

※　対象者へ個別に通知しています。通知がない場合はお問い合わせください。

種　類 日時・場所 対象者など

☆胃がん検診
個人通知なし

☆大腸がん検診
個人通知なし

１日㈬
₉：00～₉：30 富山まちづくりセンター

胃がん検診
40歳以上

（事前申込不要）
◎自己負担金　1,000円
・検診が午前の人は前日の21時以降、

午後の人は当日₇時以降に食事をと
らないでください。

大腸がん検診（容器配布）
40歳以上

（事前申込不要）
◎自己負担金　400円
・₂日間の便を容器に取る検査

10：15～10：45 朝山まちづくりセンター
13：00～13：30 波根まちづくりセンター

３日㈮

₈：30～₉：30 静間まちづくりセンター
10：30～11：00 鳥井まちづくりセンター
13：00～13：30　胃がん

大国文化振興会館
13：00～14：00　大腸がん

15日㈬
₉：00～10：00 長久まちづくりセンター
13：00～14：00 温泉津まちづくりセンター

17日㈮

₈：30～₉：30 湯里まちづくりセンター
10：30～11：00　胃がん

福波まちづくりセンター
10：30～11：30　大腸がん
13：00～13：30　胃がん

井田まちづくりセンター
13：00～14：00　大腸がん

６月の子育て応援コーナー
種　類 日　　時 場　所 内　　　容 お持ちいただくもの

乳幼児相談 15日㈬ ₉：30～11：00
仁摩保健センター

身体計測・育児相談
栄養相談・母乳相談 母子健康手帳・バスタオル

離乳食教室
（前期） 23日㈭ 10：00～11：30

受付₉：45～
対象／８か月ごろまでの乳児と
　　　保護者

母子健康手帳・バスタオル
おむつ・お子さんの飲み物

※　予約制です。子ども家庭支援課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8152）へお申し込みください。

そのほかの健（検）診
種　類 医療機関 対象者など

特定健診等健康診査
（₆月～12月） 指定医療機関 40歳以上の大田市国民健康保険加入者・島根県後期高齢者医療制度加入者　　

◎自己負担金　無料
胃がんリスク検診
（₆月～12月） 市内の指定医療機関 令和₄年₄月１日時点で40・45・50・55・60・65・70・75歳の人

◎自己負担金　1,000円　◎お持ちいただくもの　検診受診票
後期高齢者

歯科口腔健診
（₆月～12月）

指定歯科医療機関
島根県後期高齢者医療制度加入者のうち、昭和12年₄月₂日～昭和22年₄
月１日生まれの人
◎自己負担金　無料　◎お持ちいただくもの　健診受診票
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中央図書館　　☎0854 - 84 - 9200　平日10：00～19：00　土日10：00～18：00
仁摩図書館　　☎0854 - 88 - 4646　10：00～18：00
温泉津図書館　☎0855 - 65 - 2177　10：00～18：00

６月の図書館お休みの日
日 月 火 水 木 金 土

　 　 　 １ ２ ３ ④

⑤ ６ ７ ８ ９ 10 ⑪

⑫ 13 14 15 16 17 ⑱

⑲ 20 21 22 23 24 �

� � 28 � 30 　 　

■：３館共通　○：温泉津のみ休館
□:仁摩・温泉津休館

おすすめの本

『階段ランナー』
吉野万理子／著　徳間書店（中央図書館所蔵）

　私たちの日常生活の中にある階段。その階段を駆けあが
る「ＪＲ京都駅ビル大階段駈

か

け上がり大会」という実際の
レースがあることを知っていますか。この大階段のレース
に臨む広夢と瑠衣の姿に、読みながら声援を届けたくなり
ます。
　階段を駆け上がるかのごとく、スピードよく読め、前を
向ける１冊です。

中央図書館　「雨、時々１冊」
仁摩図書館　（児童）「ハレ本アメ本」

（一般）「お疲れ！わたしのからだ」

仁摩図書館　６月18日㈯　10時15分～10時45分

仁摩図書館　・家庭に眠る古本展　６月１日㈬～26日㈰

仁摩図書館・温泉津図書館　６月27日㈪～７月１日㈮
本の返却は、返却ポストまたは中央図書館へお願いします。

◇展示テーマ

◇おはなし会

◇企　画　展

◇休館のお知らせ（蔵書点検）

そうだったのか石見銀山
調査研究　最新情報

「その文化的景観」
とは何か

　

石
見
銀
山
の
世
界
遺
産
の
登
録

名
称
は
、「
石
見
銀
山
遺
跡
と
そ

の
文
化
的
景
観
」
で
あ
る
こ
と
は
、

15
年
を
経
過
し
、
よ
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
は
、「
そ

の
文
化
的
景
観
」
と
は
何
か
。「
そ

の
文
化
的
景
観
は
大
森
の
町
だ
」

と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
誤
解
の
一
例
で
す
。　
　

　

日
本
の
文
化
財
保
護
制
度
に

「
重
要
文
化
的
景
観
」
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ま
で
の
「
名
勝
」
と
い

う
保
護
制
度
に
加
え
て
、
文
化
財

を
幅
広
く
捉
え
、
生
業
を
中
心
と

し
た
景
観
に
価
値
を
見
出
し
、
後

世
に
伝
え
て
い
く
制
度
で
す
。
世

界
遺
産
の
文
化
的
景
観
は
、
こ
の

日
本
の
文
化
的
景
観
と
は
全
く
別

物
で
、
対
象
が
よ
り
広
く
、
人
と

自
然
と
の
関
わ
り
そ
の
も
の
を
捉

え
た
考
え
方
で
す
。

　

で
は
、
石
見
銀
山
の
「
そ
の
文

化
的
景
観
」
と
は
何
か
。
理
解
の

手
掛
か
り
の
一
つ
に
登
録
名
の
英

語
表
記
が
あ
り
ま
す
。
実
は
、
石

見
銀
山
の
英
語
表
記
に
は
、「
遺

跡
（site

）」
が
あ
り
ま
せ
ん
。
直

訳
は
「
石
見
銀
山
と
そ
の
文
化
的

景
観
」
で
す
。
世
界
遺
産
と
し
て

の
価
値
を
特
定
し
た
国
際
会
議

で
、
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
の
会

員
か
ら
は
、「
名
称
は
〝
石
見
銀

山
の
文
化
的
景
観
で
よ
い
〟〝
残

存
景
観
〟
の
例
だ
」
と
し
ま
し
た
。

「
残
存
景
観
」
と
は
、
景
観
を
形

作
っ
た
鉱
山
が
機
能
を
停
止
し
て

も
、
と
も
に
あ
っ
た
鉱
山
町
や
港

町
が
、
今
な
お
生
き
続
け
る
状
態

で
す
。
つ
ま
り
、
鉱
業
が
停
止
し

た
後
の
、
鉱
山
町
、
街
道
、
港
、

港
町
の
す
べ
て
を
含
ん
だ
「
現
在

の
状
態
」
が
石
見
銀
山
の
文
化
的

景
観
な
の
で
す
。

　

世
界
遺
産
の
文
化
的
景
観
の
例

に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
棚
田
が
あ
り

ま
す
。
維
持
が
困
難
と
な
り
、
一

時
期
「
危
機
遺
産
」
の
リ
ス
ト
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
内
外
の

支
援
に
よ
り
翌
年
解
除
さ
れ
ま
し

た
。
世
界
遺
産
の
石
見
銀
山
に
、

国
か
ら
多
額
の
補
助
金
が
交
付
さ

れ
る
の
は
、
大
森
の
町
だ
け
を
良

く
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、

国
が
責
任
を
も
っ
て
世
界
遺
産
の

文
化
的
景
観
を
保
全
し
て
い
く
た

め
の
措
置
で
も
あ
る
の
で
す
。

問石見銀山課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8132）

第２回
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きずな
石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
は
、
人
権
に
お
け
る
負

の
連
鎖
の
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。

　

多
く
の
人
権
課
題
は
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
一
つ

の
人
権
課
題
が
負
へ
変
化
し
て
し

ま
う
と
ほ
か
の
人
権
課
題
も
ま
た

負
へ
と
変
化
し
て
し
ま
う
こ
と
を
、

「
人
権
に
お
け
る
負
の
連
鎖
」
と

呼
び
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

生
活
苦
や
失
業
し
た
人
の
多
く

は
、
仕
事
の
掛
け
持
ち
や
今
ま
で

以
上
に
勤
務
時
間
を
増
や
す
な

ど
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
生

活
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
家
庭
に
い
た
大
人

が
不
在
に
な
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
や
介
護

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
な
ど
へ
の

負
担
は
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

障
が
い
に
よ
っ
て
は
、
ど
う
し

て
も
介
護
が
必
要
な
人
が
い
ま
す

が
、
高
齢
者
と
同
じ
理
由
で
我
慢

を
す
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
の
増
加
に
よ
り
、
個

人
の
特
定
が
難
し
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
お
い
て
、
自
分
の
考
え

に
合
わ
な
い
人
を
攻
撃
し
た
り
、

全
く
関
係
の
な
い
人
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
て
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
を
し
た
り
す

る
人
が
急
激
に
増
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
人
権
課

題
は
、
そ
の
ほ
か
の
人
権
課
題
と

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
人
権
感
覚
を
培
い
、

人
権
意
識
を
し
っ
か
り
と
持
つ
こ

と
に
よ
り
、
人
権
に
お
け
る
負
の

連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　

失
業
し
た
人
の
中
に
は
、
退
職

後
に
会
社
の
寮
か
ら
出
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
の
新
し
い
住
ま
い
を

借
り
ら
れ
ず
、
ホ
ー
ム
レ
ス
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
一
度
、
ホ
ー
ム
レ
ス

に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
偏
見
や
差

別
か
ら
再
就
職
や
新
し
く
住
ま
い

を
借
り
る
こ
と
は
、
と
て
も
難
し

い
状
況
と
な
り
ま
す
。

　

最
近
、
大
人
が
担
う
よ
う
な
家

事
や
家
族
の
世
話
・
介
護
を
お
こ

な
う
18
歳
未
満
の
子
ど
も
「
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
」
が
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
事
や
家
族
の
世
話
・
介
護
を

す
る
た
め
に
、
自
分
の
時
間
、
宿

題
や
勉
強
の
時
間
、
睡
眠
が
十
分

に
と
れ
な
い
な
ど
子
ど
も
の
負
担

は
と
て
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
京
都
市
が
市
内
の
中
学

　

こ
れ
ま
で
大
人
に
介
護
を
さ
れ

て
き
た
高
齢
者
も
、
子
ど
も
に
介

護
を
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
介

護
で
の
無
理
を
言
え
ず
、
我
慢
を

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
そ
の
ス

ト
レ
ス
か
ら
体
調
を
崩
す
高
齢
者

も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

世
界
保
健
機
関
が
、
平
成
12
～

30
年
に
世
界
で
実
施
さ
れ
た
研
究

や
統
計
デ
ー
タ
を
基
に
調
査
し
た

結
果
、
男
性
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る

暴
力
な
ど
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）の
被
害
に
あ
っ

た
女
性
が
約
25
％
も
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
15

～
49
歳
が
20
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
防
止
の
た
め
、
会
社
に
出

勤
せ
ず
に
家
庭
で
仕
事
を
す
る

「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
」
の
普
及
に

よ
り
、
心
的
ス
ト
レ
ス
を
か
か
え

る
人
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
女
性

に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
が
今
ま
で
以
上
に

増
え
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
を
調
査
し
た
結
果
、
５
・
４
％

が
「
世
話
を
し
て
い
る
家
族
が
い

る
」
と
回
答
し
て
お
り
、
そ
の
実

態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
世
界
中
に
広
が
り
３
年
目
と
な

り
ま
す
。
こ
の
間
、
社
会
的
に
大

き
な
影
響
を
受
け
た
企
業
・
事
業

所
な
ど
は
、
人
件
費
の
削
減
や
従

業
員
の
解
雇
を
お
こ
な
い
、
多
く

の
人
が
生
活
苦
と
な
り
、
ま
た
失

業
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
家
庭
内
で
の
役

割
分
担
な
ど
を
変
え
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
ほ
か
の
人
権
課
題
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
起
因
す
る
偏
見
や
差
別

生
活
困
窮
者
に
対
す
る

偏
見
や
差
別

障
が
い
者
を
理
由
と
す
る

偏
見
や
差
別

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る

人
権
侵
害

負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

た
め
に

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る

偏
見
や
差
別

子
ど
も
の
人
権

高
齢
者
の
人
権

女
性
の
人
権

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

人
権
に
お
け
る
負
の
連
鎖

　市では、人権における負の連
鎖をテーマとした講演会を開催
します。

▽日時　
　６月27日㈪　13時30分～
▽会場　
　サンレディー大田
▽演題　
　人としての尊厳を守る

　～貧困と人権～
▽講師　
　湯浅　誠さん
　法政大学教授・社会活動家
▽参加料　無料

人権を考える
市民のつどい
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市　勢
（令和４年５月１日現在）

○人　口　33,029人　　（△　10）
　・男　　15,877人　　（　　　0）
　・女　　17,152人　　（△　10）
○世帯数　15,549世帯（　　47）
○出生数　　　18人
○死亡数　　　44人
○面　積　435.34㎢

（　　）内は前月比

お
知
ら
せ 申…申し込み先

問…問い合わせ先

▽
市
区
町
村
か
ら
提
出
の
案
内
が

あ
っ
た

◇
児
童
手
当
の
特
例
給
付
の
支
給

に
か
か
る
所
得
上
限
額
を
新
設

　

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
の
所
得
に
応
じ
て
手
当

額
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

び
の
改
正
に
よ
り
、
所
得
上
限
限

度
額
が
新
設
さ
れ
、
所
得
が
一
定

以
上
あ
る
場
合
に
は
児
童
手
当
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
所
得
が
下
表
①
未
満
の
場
合
、

児
童
手
当
を
月
額
１
万
５
０
０

０
円
ま
た
は
１
万
円
を
支
給

▽
所
得
が
表
①
以
上
②
未
満
の
場

合
、
特
例
給
付
月
額
５
０
０
０

円
を
支
給

▽
所
得
が
②
以
上
の
場
合
、
児
童

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
（
新

設
）

※　

児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
な
く

な
っ
た
あ
と
、
所
得
が
②
を
下

回
っ
た
場
合
、
改
め
て
認
定
請
求

書
の
提
出
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

※　

収
入
額
の
目
安
は
、
給
与
収

入
の
み
で
計
算
し
て
い
ま
す
。
あ

く
ま
で
目
安
で
あ
り
、
実
際
に
は

給
与
所
得
控
除
や
医
療
費
控
除
・

雑
損
控
除
な
ど
を
控
除
し
た
後
の

所
得
額
で
所
得
制
限
を
確
認
し
ま

す
。

問
子
ど
も
保
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
０
７
）

◇
現
況
届
の
提
出
が
原
則
不
要
に

　

児
童
手
当
制
度
の
現
況
届
は
、

毎
年
６
月
１
日
の
状
況
を
把
握

し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け

る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。
令
和

４
年
度
か
ら
、
次
に
該
当
す
る
人

を
除
き
、
現
況
届
の
提
出
は
不
要

と
な
り
ま
し
た
。

▽
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ

り
、
住
民
票
の
住
所
地
と
異
な

る
市
区
町
村
で
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
る

▽
支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
が
な
い

▽
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居

し
て
い
る

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
大
田
市
で

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。「
シ
ル
バ
ー
派
遣
？
」「
ど

ん
な
仕
事
？
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の

疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
３
日
㈮
・
17
日
㈮

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す

▽
参
加
費　

無
料

▽
対
象　

60
歳
以
上

▽
定
員　

先
着
15
人

申
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
１
２
０
‐
78
‐
１
１
４
２
）

児
童
手
当
制
度
の

一
部
が
変
わ
り
ま
す　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

　

市
で
は
、
６
月
を
環
境
美
化
月

間
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

は
６
月
５
日
㈰
を
「
環
境
美
化
行

動
の
日
」
と
し
て
、
清
掃
活
動
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
と
、
き
れ
い
な
町

を
守
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
活
動

の
際
に
は
、
事
故
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
６
９
）

▽
試
験
の
種
類

甲
種
／
特
類
・
第
１
類
～
第
５

類

乙
種
／
第
１
類
～
第
７
類

▽
日
時　

８
月
７
日
㈰

　

９
時
～
ま
た
は
13
時
30
分
～

※　

試
験
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

▽
場
所　

松
江
市
ま
た
は
浜
田
市

※　

試
験
会
場
は
、
受
験
票
で
指

定
さ
れ
ま
す
。

▽
受
験
願
書
の
受
付
期
間

　

６
月
６
日
㈪
～
20
日
㈪

※　

電
子
申
請
の
場
合
は
受
付
期

間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、（
一
財
）
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
試
験
案
内
と
受
験
願
書

は
、
消
防
本
部
、
西
部
消
防
署
に

あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

環
境
美
化
行
動
の
日

消
防
設
備
士
試
験

所得制限・上限限度額表 （単位：万円）

催
　
　
し

①所得制限限度額 ②所得上限限度額（新設）
扶養親族など 所得額 収入額の目安 所得額 収入額の目安

０人 622 833.3 858 1,071
１人 660 875.6 896 1,124
２人 698 917.8 934 1,162
３人 736 960　 972 1,200
４人 774 1,002　 1,010 1,238
５人 812 1,040　 1,048 1,276
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大
切
な
人
を
自
死
で
突
然
失
う

そ
の
つ
ら
さ
、
悲
痛
を
一
緒
に
語

り
合
い
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
４
日
㈯　
　

　
　
　
　

①
14
時
～
15
時
30
分

　
　
　
　

②
15
時
30
分
～
17
時

※　

①
は
自
死
遺
族
の
み
、
②
は

自
死
問
題
に
関
心
が
あ
る
人
も
参

加
で
き
ま
す
。

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す

▽
参
加
費　

３
０
０
円

申
・
問
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・

虹
事
務
局
（
桑
原
☎
０
９
０
‐
４

６
９
２
‐
５
９
６
０
）

　
「
し
ま
ね
の
未あ

し
た来
の
た
め
に
、

今
こ
そ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い

て
考
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
映
画

上
映
と
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
映
画
上
映
会

▽
日
時　

６
月
11
日
㈯
10
時
～

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品　
「
ビ
リ
ー
ブ　

未
来
へ

の
大
逆
転
」（
２
０
１
８
年
・

１
２
０
分
／
ア
メ
リ
カ
）

▽
内
容　

史
上
初
の
男
女
平
等
裁

判
に
挑
ん
だ
弁
護
士
ル
ー
ス
の

爽
快
な
大
逆
転
と
は
―
―
。

▽
入
場
料　

無
料

▽
定
員　

１
２
０
人

◇
講
演

　
「
今
こ
そ
考
え
た
い
『
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
』
〜
男
女
格
差
の
解
消

が
し
ま
ね
を
救
う
」

▽
講
師　

白
河
桃
子
さ
ん
（
相
模

女
子
大
学
大
学
院　

特
任
教
授
）

　
「
若
者
の
県
外
へ
の
流
出
」「
少

子
高
齢
化
」
な
ど
、
島
根
が
抱
え

る
課
題
を
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」

の
視
点
で
考
え
、
一
人
ひ
と
り
の

意
識
や
行
動
に
つ
な
げ
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
11
日
㈯　

　
　
　
　

13
時
30
分
～

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

◇
本
館
・
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

　

写
真
展
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
パ

パ
た
ち
」
の
ほ
か
、
県
内
で
活
動

す
る
団
体
の
企
画
展
示
、
販
売
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。

※　

実
施
内
容
が
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
女

性
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
１
４
）

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
集
い

～
自
死
遺
族
の
集
い
～

あ
す
て
ら
す

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２

　
「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
突
然
の
解
雇
」

「
残
業
代
が
支
払
わ
れ
な
い
」
な

ど
、
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
専
門

家
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
26
日
㈰

　

受
付
時
間　

10
時
～
15
時

▽
会
場　

朱
鷺
会
館
（
出
雲
市
）

▽
相
談
料　

無
料

▽
相
談
員　

弁
護
士
、
社
会
保
険

労
務
士
な
ど

▽
申
し
込
み　

事
前
予
約
制
（
６

月
22
日
㈬
締
切
）

※　

労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
の

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
状
況
に
よ
り
、
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
島
根
県
労
働
委
員
会

（
☎
０
８
５
２
‐
22
‐
５
４
５
０
）

▽
講
習
の
種
類

　

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

▽
日
時　

７
月
13
日
㈬
９
時
50
分

　
　
　
　

～
14
日
㈭
16
時
50
分

▽
場
所　

あ
す
て
ら
す

▽
受
付
期
間　

（
１
次
）６
月
１
日
㈬
～
８
日
㈬

（
２
次
）６
月
26
日
㈰
～
27
日
㈪

　

受
講
申
請
要
領
な
ど
は
、（
一

社
）
島
根
県
消
防
設
備
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
消
防
本
部
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

問
消
防
本
部

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
０
６
５
０
）

労
働
相
談
会

防
火
管
理
新
規
講
習

▽
日
時　

６
月
11
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
15
時

▽
会
場　

市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費　

１
０
０
円

※　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

申
・
問
世
話
人
（
野
津
）

（
☎
０
８
０
‐
６
３
１
５
‐
９
５

１
７
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」

　人権擁護委員は、地域の皆さんから人権相談を受け、問題解決のお手伝い
をしたり、法務局の職員と協力して人権侵害から被害者を救済したりするほ
か、皆さんに人権について関心をもってもらえるような啓発活動をしている
法務大臣が委嘱した民間のボランティアです。
　人権擁護委員法が施行された昭和24年６月１日を記念し、毎年６月１日を

「人権擁護委員の日」と定めて「全国一斉特設人権相談所」を開設しています。
　職場や学校でのいじめや嫌がらせ、家族間での悩みごとや近所同士のトラ
ブルなど、人権問題ではないかと感じたことは、遠慮なくご相談ください。
相談は無料で、秘密は固く守られます。

▽日時（受付時間）・場所
　６月１日㈬　９時～12時　おおだふれあい会館
　　　　　　　13時～16時　仁万まちづくりセンター
▽相談料　無料

問松江地方法務局出雲支局（☎0853 ‐ 20 ‐ 7732）

全国一斉特設人権相談所を開設
６月１日は人権擁護委員の日
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募
　
　
集

　

放
送
大
学
は
、
令
和
４
年
10
月

の
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
約
９
万
人
の

学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▽
出
願
期
間

第
１
回　

６
月
10
日
㈮
～
８
月
31
日
㈬

第
２
回　

９
月
13
日
㈫
ま
で

◇
入
学
説
明
会
・
相
談
会

・
出
雲
会
場

▽
日
時　

７
月
９
日
㈯
13
時
〜

　
　
　
　

８
月
28
日
㈰
13
時
～

▽
場
所　

出
雲
中
央
図
書
館

・
浜
田
会
場

▽
日
時　

７
月
31
日
㈰
10
時
〜

　
　
　
　

８
月
19
日
㈮
９
時
～

▽
場
所　

い
わ
み
～
る
（
浜
田
市
）

※　

資
料
（
無
料
）
請
求
は
、
島

根
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
放
送
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
け
付
け
て

▽
日
時　

８
月
14
日
㈰
～
15
日
㈪

（
式
典
は
15
日
）

▽
会
場　

日
本
武
道
館（
東
京
都
）

▽
対
象
者　

戦
没
者
の
遺
族
で
、

２
日
間
の
団
体
行
動
が
介
助
者

な
し
に
で
き
る
人

▽
参
加
費　

松
江
市
を
起
点
と
し

た
東
京
ま
で
の
往
復
運
賃
と
宿

泊
費
は
公
費
で
定
額
助
成
し
ま

す
※　

そ
の
ほ
か
の
費
用
は
、
自
己

負
担
で
す
。

▽
申
込
期
限　

６
月
３
日
㈮

※　

全
応
募
者
の
中
か
ら
続
柄
、

年
齢
な
ど
を
考
慮
の
う
え
、
県
が

選
考
し
ま
す
。

※　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
に
よ
り
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
５
９
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
９
３
４
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
３
）

い
ま
す
。

問
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
‐
28
‐
５
５
０
０
）

放
送
大
学
10
月
入
学
生

全
国
戦
没
者
追
悼
式　

参
列
者

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
あ
た

た
か
く
見
守
る
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
22
日
㈬

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

▽
会
場　

市
民
セ
ン
タ
ー

▽
定
員　

10
人
（
要
事
前
申
込
）

▽
参
加
費　

無
料

　

ま
た
、
町
内
会
な
ど
地
域
で
の

集
ま
り
や
職
場
単
位
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
主
催
す
る
催
し
に
、
講
師

が
出
掛
け
て
講
座
を
開
催
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
（
平
日
８
時
30
分

～
17
時
）。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
状
況
に
よ
り
、
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
７
７
６
６
）

　

く
に
び
き
学
園
は
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
現
地
学
習
、
地
域
団
体

と
の
交
流
の
場
な
ど
を
通
じ
、
卒

業
後
に
地
域
で
楽
し
く
や
り
が
い

を
も
っ
て
、
い
き
い
き
と
活
動
で

き
る
よ
う
な
学
び
を
提
供
し
ま
す
。

▽
受
講
資
格　

原
則
県
内
在
住
の

60
歳
以
上
の
人
で
、
地
域
活
動

に
興
味
の
あ
る
人
。
60
歳
以
下

の
人
、
シ
マ
ネ
ス
ク
く
に
び
き

学
園
卒
業
生
も
受
講
可　

▽
修
学
期
間　

２
年
間
（
令
和
４

年
９
月
～
令
和
６
年
９
月
）

※　

後
期
課
程
（
２
年
次
）
へ
の

編
入
も
可
能
で
す
（
修
学
期
間
１

年
間
）。

▽
学
習
拠
点　

い
わ
み
～
る

（
浜
田
市
）

▽
開
校
日　

毎
週
金
曜
日
（
年
間

40
日
程
度
）

▽
授
業
料
な
ど　

受
講
申
込
金
１
万
円
・
受
講
料

年
額
１
万
８
０
０
０
円
・
傷
害

保
険
料
年
額
２
５
０
０
円
程
度

※　

受
講
や
学
生
自
主
活
動
に
か

か
る
諸
経
費
は
、
個
人
負
担
と
な

り
ま
す
。

▽
募
集
要
項
・
願
書　

市
役
所
介

護
保
険
課
や
各
支
所
、
各
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
大
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
く
に
び
き
学
園
西
部
校

（
☎
０
８
５
５
‐
24
‐
９
３
３
６
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
生

く
に
び
き
学
園
西
部
校

受
講
生

数量限定・当日ボランティア募集・中止の場合あり

子ども　無料
大　人　①③300円　②100円

①おおだ子ども食堂
　おおだふれあい会館

25日㈯　17：00～19：00
☎090 ‐ 4897 ‐ 4308

②みんなの食堂
　祖式ジム（はし持参）

18日㈯　11：00～13：30
☎090 ‐ 1188 ‐ 9088

③多世代交流食堂みーる堂
ゆきみーる（若者も無料）

18日㈯　17：00～19：00
☎0854 ‐ 83 ‐ 7373

子ども食堂６月の予定 子ども医療電話相談

＃８０００

【受付時間】　平日／19：00～翌朝₉：00
　　　　　　土日・祝日／₉：00～翌朝₉：00
※　東京都内までの通話料が必要です。

つながらない場合　☎03 ‐ 3478 ‐ 1060
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市
で
は
「
大
田
市
耐
震
改
修
促

進
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
震
な
ど

に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒
壊
を
防
止

し
、
そ
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
耐
震
診
断
を
お
こ
な
う
木

造
住
宅
の
所
有
者
に
対
し
て
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象
の
建
築
物

①
市
内
に
所
在
す
る
住
宅

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
も
の
、
ま
た
は
着
工

さ
れ
た
も
の

③
階
数
２
階
以
下
の
戸
建
住
宅
、

併
用
住
宅
、
長
屋
建
住
宅
、
共

同
住
宅
（
店
舗
併
用
住
宅
の
場

合
は
、
店
舗
部
分
の
床
面
積
が

延
面
積
の
２
分
の
１
未
満
）

▽
内
容

耐
震
診
断
事
業
（
建
物
に
耐
震

性
が
あ
る
か
を
所
定
の
建
築
士

が
診
断
す
る
も
の
）

▽
補
助
率　

３
分
の
２
以
内

　

大
規
模
地
震
の
発
生
時
に
予
想

さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊

や
転
倒
に
よ
る
災
害
を
防
止
し
、

避
難
路
な
ど
の
通
行
を
確
保
す
る

た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
所
有

者
が
実
施
す
る
除
却
や
建
替
え
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
却
ま
た

は
建
替
え
（
建
替
え
は
ブ
ロ
ッ

ク
や
生
垣
を
除
く
）

▽
補
助
対
象
の
条
件

・
避
難
路
（
小
学
校
の
通
学
路
）

に
面
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
高
さ
が
０
・

８
㍍
を
超
え
る
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危

険
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
も

の
※　

耐
震
診
断
は
、
建
築
士
や
ブ

ロ
ッ
ク
診
断
士
が
点
検
表
に
基
づ

き
お
こ
な
う
も
の
を
対
象
と
し
ま

す
。

▽
補
助
率　

３
分
の
２

（
補
助
限
度
額　

一
敷
地
あ
た

り
26
万
４
０
０
０
円
、
長
さ
１

㍍
あ
た
り
８
万
円
）

▽
補
助
対
象
者

市
内
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
所

有
し
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
人

▽
募
集
件
数
（
予
定
）　

１
件

▽
募
集
期
限　

７
月
29
日
㈮

　
（
補
助
限
度
額
６
万
円
）

▽
受
付
期
限　

10
月
31
日
㈪

▽
募
集
件
数
（
予
定
）　

２
件

　

こ
の
ほ
か
、
耐
震
診
断
結
果
が

「
耐
震
性
な
し
」
の
場
合
、
次
の

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

・
耐
震
改
修
設
計
事
業
（
耐
震
性

の
な
い
も
の
を
耐
震
化
す
る
改

修
設
計
）

・
耐
震
改
修
事
業
（
耐
震
性
の
な

い
も
の
を
耐
震
化
す
る
改
修
工

事
）

 

・
解
体
事
業
（
耐
震
性
の
な
い
も

の
を
解
体
し
、
更
地
と
す
る
工

事
）

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

除
却
や
建
替
え

随
時
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

補
助
事
業
の
ご
案
内

問
建
築
営
繕
課　

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
０
５
）

　再生可能エネルギーなどの普及啓発を促進し、大気環
境の改善と地球温暖化の抑制を図るため、太陽光発電設
備などにかかる経費の一部を補助します。
　対象者の要件や対象経費、設備内容など、諸条件があ
りますので、詳しくはお問い合わせください。
▽対象者　市内に居住する個人（木質燃料活用機器は、

市内の事業所に設置される事業者も対象）
◇太陽光発電設備
▽対象機器　住宅および賃貸集合住宅へ設置する太陽光

発電設備で、出力10k
キロワット

w 未満のもの
▽補助金額　出力１kwあたり１万円（上限４万円）
◇蓄電池設備
▽対象機器　太陽光発電設備に設置する蓄電池設備で、

蓄電容量が１.０ ｋ
キロワットアワー

Ｗｈ 以上のリチウムイオン蓄電池およ
び電力変換装置を備えているもの

▽補助金額　設置にかかる費用の額（上限10万円）

太陽光発電設備などの
設置費用の一部を補助

◇太陽熱利用システム
▽対象機器　住宅の屋根などに設置し、不凍液などを強

制循環する集熱器と蓄熱槽から構成され、給湯または
冷暖房などに利用する太陽熱利用システム（いわゆる

「太陽熱温水器」は対象外）
▽補助金額　対象経費の２分の１（上限30万円）
◇木質燃料活用機器
▽対象機器　ペレットストーブ、薪ストーブ、ペレット

ボイラー、薪ボイラーなど（化石燃料を併用する機器
は含みません）。ただし、購入経費が５万円以上の機
器

▽補助金額　対象経費の３分の１（1,000円未満切捨て）
の２倍（上限18万円）

※　補助金の一部は島根県の補助金を活用しています。
※　補助予定件数に達した場合は、申請受付を終了しま
す。
※　いずれも工事着工前の申請が必要です。

問環境政策課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8071）
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波根・朝山・富山 ₉日 23日

久手（鳥越含） 13 29

鳥井・長久（新諸友含） 10 24

静間・五十猛・大屋 14 28

大代・祖式・水上・大森 15 27

川合・久利 ₂ 16

大田（橋北） ₈ 22

大田（橋南） ₃ 17

三瓶・山口（大田野城含）₇ 21

温泉津 ₉ 23

湯里・井田 ₂ 16

福波 ₈ 22

仁万 ₇ 21

天河内・馬路 10 24

宅野・大国 ₃ 17

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター

（静間町／一般家庭のみ）
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター

（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
　

【平日】
一般家庭　９時～16時
事 業 所　（燃やせるごみ・不燃ごみ）
　　　　　９時～15時

【休日】　５日・19日　
一般家庭　８時30分～11時30分
　
※　大田容器包装リサイクルセン
ターの休日受付は、大田可燃物中間
処理施設でおこないます。

ごみの持ち込み

６月不燃ごみの収集日

〈広告〉

　４回目接種について、国の方針に基づき、次の人を対象として接種をおこ
ないます。
▽対象者
　３回目接種から５か月を経過した①60歳以上の人②18歳以上で基礎疾患を
有する人、そのほか重症化リスクが高いと医師が認める人
▽接種するワクチン
　１～３回目接種に使用したワクチンの種類に関わらず、ファイザー社製ま
たは武田/モデルナ社製のワクチンを使用
　今後、大田市での接種について詳細が決まり次第、広報おおだや市ホーム
ページなどでお知らせします。

　２回目の接種日から６か月を経過した人へ、接種についてのご案内を順次
発送しています。
　案内が届いたら、同封しているチラシをご確認のうえ、接種を希望する場
合は、接種可能な医療機関で予約をして接種を受けてください。

※　大田市へ転入した人は、市に接種記録がないため、接種券発行の申請が
必要です。詳しくは、市ホームページをご確認ください。

▽接種するワクチン（接種日時点）
・12歳以上17歳以下　ファイザー社製ワクチン
・18歳以上　　　　　ファイザー社製ワクチン
　　　　　　　　　　または武田／モデルナ社製ワクチン

新型コロナウイルスワクチン接種

問新型コロナウイルスワクチン接種対策室（☎0854 ‐ 83 ‐ 8203）

追加接種（４回目）

追加接種（３回目）

介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう
案内することはありません。不審な場合
は、介護保険課へお問い合わせください。
問介護保険課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8063）

介護保険料の還付金詐欺に注意！ATMに行って！は

詐
さ

欺
ぎ

です
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〈広告〉〈広告〉

６月の相談

　市役所本庁の収納管理室で市税・国民健康保険料・後
期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）

₅月27日㈮、30日㈪、31日㈫
₆月10日㈮、28日㈫、29日㈬、30日㈭

★休日納付・相談窓口（10時～14時）
₆月19日㈰

問収納管理室（☎0854 - 83 - 8026）

期限内に納付をお願いします

納期限および口座振替日 ₅月31日 ₆月30日

固 定 資 産 税 １期 ―

軽自動車税（種別割） 全期 ―

市　　県　　民　　税 ― １期

税・保険料

石見法律相談センター相談会（要予約）

17日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
申・問石見法律相談センター（☎0855 - 22 - 4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。

生活相談

ふ く し
よ ろ ず
相 談

月～金
₉時～17時
専用電話
0854 ‐ 84 ‐ 7577

暮らしの困りごと、悩み
ごとに関する総合的なサ
ポート

（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　 談

14日㈫
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

₃日・10日・17日・
24日（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
₃回目の継続相
談から有料。

市社会福祉協議会本所

申・問市社会福祉協議会本所（☎0854 - 82 - 0091）

こころの健康相談（要予約）

16日㈭　13時30分～15時30分 県央保健所
申・問県央保健所健康増進課（☎0854 - 84 - 9823）

移動ナースバンク

22日㈬　13時～16時 ハローワーク石見大田

問島根県ナースセンター（☎0852 - 27 - 8510）

福祉職場相談会

22日㈬　13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855 - 24 - 9340）

若者就労相談

10日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

問サポートステーション出雲（☎0853 - 31 - 6663）

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

10日㈮　19時～21時 大田商工会議所

問大田はぴこ会事務局（☎080 - 2940 - 7266）
電話受付：平日10時～18時、第₂金曜日10時～21時

年金相談（要予約）

₇日㈫・23日㈭　10時～15時
（最終受付時間） 市役所４階大講堂

申出雲年金事務所お客様相談室（☎0853 - 24 - 0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854 - 83 - 8154）

交通事故相談

₇日㈫　₉時～15時 市役所２階第２会議室

問危機管理課（☎0854 - 83 - 8009）
相談日以外の相談は島根県交通事故相談所（松江市）

（☎0852 - 22 - 5102）

人権相談

１日㈬　18時～21時 おおだふれあい会館

１日㈬　13時～16時 仁万まちづくりセンター

17日㈮　13時～16時 温泉津まちづくりセンター

問人権推進課（☎0854 - 83 - 8038）

行政相談

₃日㈮　₉時～12時 市役所３階第２会議室

問人権推進課（☎0854 - 83 - 8038）
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　４月13日、創作押絵作家の重田
倫
み ち こ

享さん（仁摩町）が、大田市教育
委員会に押絵作品を寄贈しました。
　押絵は、日本の伝統的な布細工の
一種。花鳥・人物などの各部分を厚
紙で作り、一片ずつ綿をのせて高さ
をつけ、金

きん

襴
らん

や古布で包んで組み合
わせたものを貼り付けて模様を作り
だす絵です。
　このたび、市が子どもたちの笑顔
があふれるまちをめざしていること
から、大田の子どもをイメージした
作品を重田さんに制作していただき
ました。
　作品名は、「さやぐ　踊る」。縦55
㌢、横100㌢の台紙に９人の子ども
たちが跳んだり、跳ねたりして元気
で明るい様子が描かれています。制
作に１か月以上かかった大作です。
　武田祐子教育長は「子どもたちが
喜んでいる様子をみると、こちらま
で元気になる」とお礼を述べました。
　重田さんは香

か

織
お

里
り

流押絵家元とし
て創作活動をおこない、フランス・

伝統文化パリ展（1980年）の出展を
はじめ、中国やオーストラリアなど
の海外や全国各地での作品展示のほ
か、居住していた広島などで多くの
人を指導してきました。そして、平
成２年に仁摩町へＵターン。現在も
自宅で創作活動に取り組んでいま
す。これまでに１万点以上の作品を
生み出したほか、仁摩農村環境改善
センターの緞

どん

帳
ちょう

にも下絵を提供され
ています。
　今後は大田市のふるさと納税の返
礼品に加わるほか、石見銀山遺跡の
世界遺産登録15周年に合わせた創作

　大田市のＡＬＴ（外国語指導助手）と国
際交流員の６人が、日本文化を学ぶため、
押絵づくりを体験。手本を真似しながら、
作りたい作品に真剣に取り組みました。
　国際交流員のサトウ・アンドレイア・ユ
リコさんは、パーツがたくさんある難しい
バラの花に挑戦。仕上がった作品に目を輝
かせながら、「小さな厚紙を切るところが
難しかった」と振り返りました。

日本文化を体験

活動に取り組む予定です。85歳とい
う年齢を感じさせない、重田さんの
創作意欲が作り出す作品の完成が待
たれます。

教育委員会へ寄贈された作品を手にする重田さん（左）と教育長

　市では、新型コロナウイルス感染症の収束後を見据えた
観光客の誘致のため、現在、ＰＲ事業に取り組んでいます。
　旅行雑誌「旅色」は、女性をターゲットとした電子書籍
で、無料で閲覧することができます。メディアで活躍する
俳優が観光地の情報を紹介するスタイルで、月500万人以
上が利用する注目の雑誌です。
　４月19日、20日には、俳優の大野いとさんら撮影スタッ
フ約20人が大田市を訪れました。大森の町並みや仁摩サン
ドミュージアム、琴ヶ浜、温泉津温泉街、さんべ縄文の森
ミュージアムなどのスポットを訪ねるシーンを映像や写真
に収めていました。
　大野さんが登場する「旅色」は、５月25日に公開。あわ
せて、撮影された映像はＪＲ広島駅でも公開され、大田市
の魅力を伝えます。

問観光振興課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8192）

大野いとさん、電子雑誌の撮影に
おおだの魅力を発信！

さんべ縄文の森ミュージアムで撮影する大野さん
（写真／山田大輔　提供／旅色）

創作押絵作家　重田倫享さん

問教育委員会総務課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8119）

創作作品を
寄贈


